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Ａ．研究目的 

 乳幼児健診でスクリーニング対象とすべき

疾患については、現場の経験値からの権威者の

意見や、専門学会の視点からの要望は認めるも

のの、系統だった検討は行われていない。小児

期に発症する疾患を疫学的エビデンスの視点

から整理し、乳幼児健診でスクリーニング対象

とする疾患を特定するため、当該分担研究では、

眼科領域・腹部・検尿に関して担当し、文献検

索により検討することを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

 疾患の発生頻度と有効なスクリーニング時

期の検討を進めるにあたり、分野間の差異が生

じないよう、研究分担者間で疾患選別方法につ

いて協議を行った。 

 まず、東京都版の標準的な医師診察項目（３

〜４か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健

診）1)に沿って、各担当分野に対応する診察項

目を割り振った。当該分担研究では「眼」「腹

部」「尿検査」を担当した。 

 次に、乳幼児期に発症する可能性がある疾患

を成書 2)や関連学会のホームページ 3）4）等より

選出した。それぞれの疾患に対して、小児慢性

特定疾病 5)および指定難病 6)の対象であるかど

うかを判断し、発症頻度を文献的に検索した

3)-6)。 

 乳幼児健診におけるスクリーニング対象の

候補疾患を選出する条件として、１）乳幼児健

診で発見できる手段が存在する、２）乳幼児期

までに発見することで治療や介入効果が見込

める（または発見に臨界期がある）、３）スク

リーニングの効率性から発症頻度が出生 10 万

人に 1 人以上という３つの選定条件を取り決

め、作成した疾患一覧から選出した。 

 また、スクリーニングの意義とは別に、保健

指導の対象として重要と考えられる疾患につ

いても検討した。 

（倫理面への配慮） 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指

針に基づいてあいち小児保健医療総合センタ

ーにおける倫理委員会の審査で承認を得た。本

研究に利益相反はない。 

研究要旨 

本研究では小児期に発症する疾患を疫学的エビデンスの視点から整理し、乳幼児健診でスクリ

ーニング対象とする疾患について文献的に検討することを目的とした。当該分担研究では、眼

科領域・腹部・検尿に関する疾病を担当し、東京都版の標準的な医師診察項目の「眼」「腹部」

「尿検査」に対応する 86疾患を候補としてあげ、その発症頻度等を文献調査した。スクリーニ

ング対象の選定基準を、１）乳幼児健診で発見できる手段が存在する、２）乳幼児期までに発

見することで治療や介入効果が見込める、３）発症頻度が出生 10万人に 1人以上として選定し

たところ、３条件を満たすものは３〜４か月児健診で 51 疾患、１歳６か月児健診で 53 疾患、

３歳児健診で 53疾患であった。 
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Ｃ．研究結果 

 東京都版の標準的な医師診察項目 1)に沿っ

て、「眼」「腹部」「検尿」等の各領域で乳幼児

健診の時期に認められうる疾患を一覧表にま

とめた（表１）。選出した疾患数は眼：27疾患、

腹部：46 疾患、外陰部：11 疾患、検尿：2 疾

患であった。これらのうち、乳幼児健診のスク

リーニング対象の候補疾患として選定条件に

合致するものは、３〜４か月児健診では 51 疾

患、１歳６か月児健診では 53 疾患、3 歳児健

診では 53疾患であった。 

 

Ｄ．考察 

 本分担研究では乳幼児健診の際に眼科領域

および腹部でスクリーニング対象となる疾患

について検討を行った。候補となる疾患は成書

や関連学会のホームページに掲載されている

疾患から抽出しており、主な疾患については列

挙されているものと考えられる。しかし、リス

トに漏れている疾患がある可能性は否定でき

ず、今後、さらなるブラッシュアップをしてい

く必要がある。 

 乳幼児健診においてスクリーニングする疾

患の条件の一つとして、「発症頻度が出生 10

万人に 1人以上」を設定した。小児慢性特定疾

病や指定難病に該当している疾患については

発生頻度が明らかとなっているものが多かっ

たが、それ以外の疾患については発生頻度が明

らかでないものが多く認められた。その多くは

まれな疾患であると考えられるが、今回スクリ

ーニング対象疾患に含まれなかった疾患の中

に対象に含めるべき疾患がないかどうかを、今

回作成した疾患リストを実際に使用していく

中でさらに検討していく必要があると考えら

れる。 

 

Ｅ．結論 

 「眼」「腹部」「検尿」等の領域において乳幼

児健診の疾病スクリーニングの対象となる疾

患は、３〜４か月児健診で 51 疾患、１歳６か

月児健診で 53疾患、３歳児健診で 53疾患であ

った。今回作成した疾患リストを実施に使用し

ていく中でさらにブラッシュアップしていく

必要がある。 
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表 1 乳幼児健診の時期に認められうる疾患 

 

*：該当する除外理由を示す。 
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表 1 乳幼児健診の時期に認められうる疾患（続き） 

 

*：該当する除外理由を示す。 
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表 2 乳幼児健診のスクリーニング対象の候補疾患 

*：該当する時期を示す。 


